質問集
Q.ゲノム、DNA、遺伝子の違い

ゲノムとはその生物一個体を作るのに必要な情報です。つまり、あなたを作る設計図です。

[image: image1.png]oytosne [

Q] crosne

e
oty
I

13
Wy

Nitrogenous
Bases

S,

Nitogenous
(e

Base pair

Sugar
Prosthate
Crckbone

RNA DNA

Ribonucleic acid Deoxyribonucleic acid

Ho

I’
O,

[

WS

Nitrogenous
Bases



[image: image2.png]


DNAとはデオキシリボ核酸（deoxyribonucleic acid）の略であり、ゲノムを記述する言語みたいなものです。アデニン（A）、グアニン（G）、シトシン（C）、チミン（T）があります。右図（Wikipediaから引用）


これらがたくさんつながって二重らせんを作っています。（左図Wikipediaから引用）

遺伝子とはゲノムのうちで特に機能を持って働く物質の情報を指します。食べ物を分解して体に吸収しやすくする物質の情報などを持っています。
Q.DNAとRNAの違いって？

まず、構造上の違いについて。

・DNAはRNAより一つ酸素原子が少ない（DNAは糖の2’がHだが、RNAはOH）
・DNAは普通2本鎖で存在するが、RNAは1本鎖で存在する。

・DNAでチミンに対応するものはRNAではウラシルである。

（この理由として、Cが修飾を受けるとUになるから。-NH2がとれて酸化されると、Uになる。そうするともともとCだったのかずっとUだったのかわからなくなる。）
性質の違い

・DNAは遺伝子情報のみを取り扱うのに対し、RNAは遺伝子情報を伝えたり、遺伝子情報から物質を作ったり、物質の部品を持ってきたりする。要は、RNAの方が働きものということです。
・DNAは分解されにくく、RNAは分解されやすい。（DNAは２本鎖を作り、RNAは１本鎖をつくるというのも理由だが、体の中ではDNAを壊す物質より、RNAを壊す物質の方が多いというのが一番の理由。）

Q.タンパク質とは？

体内で機能する物質であり、遺伝子はこの物質の情報を持っています。タンパク質は２０種類のアミノ酸という物質の組み合わせで作られます。DNAをもとにして必要な遺伝子の情報だけ取り出したRNAをつくり、RNAの情報をもとにしてタンパク質が作られます。
Q.RNAとは？

リボ核酸（ribonucleic　acid）の略で、その働きから、おもに４つに分けられます。

一つ目はmRNAといわれるもので、DNAから、作りたいタンパク質の情報を取り出します。

二つ目は、rRNAといわれるもので、mRNAをもとにタンパク質を組み立てる工場の役割を果たします。
三つ目は、tRNAと呼ばれるもので、rRNAにアミノ酸を持ってきます。

四つ目は、その他で、どのタンパク質を作るか調節します。

Q.遺伝子組み換えとは？

ゲノムDNAに切り込みを入れて、遺伝子を切り取ったり、新たに遺伝子を挿入したりすることです。この切り込みを入れるのに制限酵素が使われます。また、同じ配列をもったDNA鎖同士は入れ替わることができます。もし、挿入したい遺伝子に制限酵素が切るDNA配列がある場合、挿入したい遺伝子の両端に、入れたい場所のゲノムDNAのDNA配列をつけることで、制限酵素を使わずに組み換えができます。
Q.制限酵素とは？

DNAのなかの特別な配列を認識して切る物質です。DNAを切り貼りする時のハサミの役割を果たすので、遺伝子組み換えの際に必須のものです。

Q.ウイルスと細菌の違いって？

自分自身で増殖できるのが細菌で、増殖できないのがウイルスです。

増殖とは自分のコピーをつくることであり、ウイルスは自分のDNAや体を作っている部品のコピーをつくることができません。そのため、他の生き物に入り込んで、その生き物のコピー能力を利用して、自分のコピーを作ってもらい、増えます。ウイルスにはタンパク質を作る機構も持っていないのですが、他の生き物の中に入ると、その中のタンパク質を作る機構を利用して、タンパク質を作るようになります。このタンパク質が毒であると病気になります。また、ウイルスの中には、RNAをゲノムとしてもつものもいます。
Q.抗生物質ってどう働くの？

抗生物質は生き物を殺す物質と、増殖を遅らせる物質があります。細菌に使うものとして、アンピシリン、カナマイシン、テトラサイクリン、ネオマイシンなどがあります。細菌は表面に細胞壁か、細胞膜という膜を持っています。生き物を殺す方の薬は、この細胞壁や細胞膜を溶かします。細菌を風船とすると、風船に穴をあける感じですね。生き物の増殖を遅らせる薬は、細胞壁や細胞膜を作れないようにします。細菌が増殖するときは新しい個体の分の細胞壁や細胞膜が必要となります。だけど、この薬があると、新しくそれらを作れないので増えられないという仕組みです。
Q.遺伝子組み換え食品と品種改良の違いは？

この二つの違いは、人工的に遺伝子をいれるか、偶然優れた機能（害虫に強いとか、味が良いとか、栄養価が高いとか）をもった作物をかけあわせてその植物の子孫がずっとその機能を持つようにするかということです。遺伝子組み換えに必要な物質というものは生物の中に存在します。その物質を生物から取り出してきたものが市販されており、これを用いて人工的に遺伝子を切り貼りして生まれた植物を遺伝子組み換え食品と言います。一方、品種改良は、たまたま上記のような優れた機能を持った植物ができたとします。その植物同士を交配することでその機能をもった植物をふやします。（機能を持たない植物は育てないってこと。）
Q.バイオテクノロジーとは？

遺伝子操作をして、社会に役立つ物質・生き物を作る技術のことです。たとえば、薬の遺伝子を大腸菌などに入れて作らせたり、再生医療に使える、どんな臓器や組織でも働ける細胞を作ったりする技術です。
Q.菌の培養ってどうやるの？

菌の栄養が入った寒天培地や液体培地に菌を入れておいて、増殖しやすい温度に放置することで、勝手に増えてくれます。ちなみに大腸菌の培地には酵母をすりつぶしたものをいれます。

Q.新型インフルエンザって？

インフルエンザウイルスはタンパク質の殻とRNAでできています。ウイルスの特徴を決めるのは８つのタンパク質であり、そのうちの2つが殻にあるタンパク質、ヘマグルチニン（略してHA）・ノイラミニダーゼ（略してNA）です。HAは16種類、NAは9種類あります。この組み合わせで、ウイルスは144種類に分けられ、たとえばHAの1を持ち、NAの1を持つウイルスはH1N1型と言われます。HAの種類で感染できる動物の種類が決まり、HAはヒトなどの細胞に入る（感染する）ときに細胞表面にくっつくタンパク質で、NAは細胞内で増殖した後、外に出るときに細胞の膜を切るタンパク質です。タミフルやリレンザといった薬は、このNAの働きを抑えて、ウイルスが細胞から出ないようにし、他の細胞に感染するのを防ぎます。弱毒性というのは、感染しても、鼻や喉・肺といった呼吸器でウイルスがとどまるもので、H1~3です。一方、強毒型というのは、全身に感染するウイルスで、H5N1型などが当てはまります。
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